（別紙様式１）
工　事　履　行　報　告　書
　現場代理人　　　　　　　　　　　　　㊞
主任技術者又は管理技術者　　　　　　　　　　　　　㊞
	契約番号
	○○年度　第○○号

	工事名
	○○○○○○○工事

	工　　期
	令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

	日　　付
	令和○○年○○月○○日（○○月○○日までの出来高）


	月　別
	計画工程％（A)
	実施工程％（B)
	（B-A）％
	備　考

	○○年　○○月
	
	
	
	

	○○年　○○月
	
	
	
	

	○○年　○○月
	
	
	
	

	○○年　○○月
	
	
	
	＞50％


	○○年　○○月
	
	―
	
	

	○○年　○○月
	
	―
	
	

	○○年　○○月
	100.00
	―
	
	

	※行が足りない場合は、加行してください。

	（記載等注意事項）
　１．実施工程表（計画工程と実施工程を対比したもの）を添付する。
　２．計画工程は、契約書第３条に基づき提出した最新の工程表によること。
３．実施工程は、当該報告日までの出来高累計を「工事日誌」等により記載すること。


（市監督員確認項目）
　□・報告日において、工期の２分の１を経過している。
　□・計画工程において、工期の作業の２分の１以上が、実施済みである。
　□・既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が、請負代金額の２分の１以上の額に達している。
令和○○年○○月○○日
上記内容について確認しました。
（監督員　　職・氏名）
○○　○○　　　　　　　　　　㊞
（別紙様式２）
令和　　年　　月　　日
山梨市長　　　　　　　　　　　　殿
山梨市水道事業管理者　　　　　　　　　殿
住　　　　所
受　注　者　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　　　　　　　　　　㊞
中間前金払認定請求書
　
次の工事について、山梨市建設工事請負契約約款第３４条第３項の規定に基づいて、中間前金払の
認定を請求する。
	契約番号
	○○年度　第○○号

	工事名
	○○○○○○○工事

	請負金額
	\

	出来高予定額
（注２）
	令和○○年度　　\　　　　　　　　　　　　
令和○○年度　　\　　　　　　　　　　　　
令和○○年度　　\　　　　　　　　　　　　

	契約年月日
	令和　　　　年　　　月　　　　日

	工期
	着手日　　　令和　　年　　月　　日　から　
完成日　　　令和　　年　　月　　日


（注）　１．認定資料として工事履行報告書（別紙様式１）を添付すること。
　　　　２．債務負担行為等に基づく契約の場合は、各年度の出来高予定額を記入する。
（別紙様式３）
中間前金払認定調書
	契約の相手方
	○○建設株式会社○○支店　（代）○○

	契約番号
	○○年度　第○○号

	工事名
	○○○○○○○工事

	請負金額
	\

	契約年月日
	令和　　　　年　　　月　　　　日

	工期
	着手日　　　令和　　年　　月　　日　から　
完成日　　　令和　　年　　月　　日

	摘要
	

	

	　上記の工事についてその進捗を調査したところ、中間前金払をすることができる用件を
満たしていることを認定する。
令和○○年○○月○○日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨市長　　　　　　　　　　　　　㊞



様式第19－2号(第38条関係)
年　　　　月　　　　日　　
　契約担当者　　　　　　　　様
住所　　　　　　　　　　　　
受注者　商号又は名称　　　　　　　　　
氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
中間前金払請求書
　　次の金額を次の金融機関へ支払ってください。
	　請求金額
　　(ア)
	億
	千
	百
	拾
	万
	千
	百
	拾
	円

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


工　事　名　○○○○○工事
	請負金額
	中間前払率
	請求金額

	￥
	％
	￥


	振込先金融機関
	　
	預金種別
	当座
普通
No.

	預金口座
	住所
氏名


　(注)　１．(ア)の請求金額は、万円未満は切り捨てること。
　　　 ２．中間前払金の請求は、前払金の支払いを受けていることが条件となります。
また、保証事業会社と中間前払金に関する保証契約を締結し、その保証証書を
発注者に寄託する必要があります。
　　　 ３．中間前払金の支払率は、請負代金の１０分の２以内（１万円未満切捨て）です。
